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　 1　 序

　そ の 1 で示 した 6面体 20 節点有限要素を用 い

た数値計算に よ り、実際に カー
テ ン ウオール に使

われ て い る PC パ ネル で、コ ン ク リ
ー

ト自重支持

部を フ ァ ス ナ
ー

とす る場合に っ い て解析す る。

　 2　 解析対象とそ の モ デル 　　　
’

　図 1 に示す幅 248 　cm 、高 さ 300cm 、厚 さ 2

0cmの 無開 口の PC パ ネル を解析の対象に選んだ 。

コ ン ク リ
ー

ト自重 支持部は幅 25c 皿、前面高 さ 3

0cm．後面 高ざ 35cm 、厚さ 20c 皿で左右 2 ヶ所

ある 。 構造骨組 に こ の 自重支持部を の せ、パネル

の 上部 と自重支持部の表面で パ ネル が転倒 しな い

よ うに取 り付ける。

　構造骨組の層間変位の影響は今後検討する こと

とし、 こ こ ではパネル の 自重が静的にかか っ た場

合を解析する 。 図 2 の よ うに左半分を 136 個の

要素 に分割 した モ デル を用い る。左右対称 と して

切断 した面はす べ て の 節点で 面に 垂直方向の 変位

を 0 とし、反力を生 じる自重支持部の 下 面申央の

節点で鉛直方向の 変位 を 0 で与 えた。パネル の 上

コ ン

自重

　　 cm

　　　 　　 　　 　　 図 1

部 と 自重支持部 の 前面 で、パ ネ ル の 転倒 方向 の 変

位 を拘束 した。こ れ らの 変位 の 境界条件 を与 えた

節点を．図 2 で は丸 印で表 して い る 。
コ ン ク リ

ー

トの 比重 1 ．9 に体積 を掛けた 自重 1444kgf を、

図 3 に示すよ うな分布で パ ネル 上面の節点に作用

する荷重 として 与 えた。 い ずれ の 要素 も ヤ ン グ率

を 2 × 10Skgf／cm2 、ボ ア ソ ン比を 0 ．2 と した．
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　 3　 解析結果 と考察

　図4 は反 力 と切 断面の 節点に作用するカの 計算

結果であ る。．反力の合計 は 1445kgf であり、荷

重とよ く合 っ て い る。図 5 は自重支持部 を含む縦

断面 の 変形 を示 したも の で あ る。図 6 と図 7 は 自

重支持部で パネル との 境 目に位置する 4 つ の 要素

卜76．0
　 　 〆

慨

　　　　↑1445・・

⇒

につ い て、それ ぞれ 8 つ の 頂点に お ける応力度 の

計算結果を示 して い る 。 図 6 はパ ネル の 表面に沿

っ た鉛直方向の せん断応力度 であ り、図 7 は垂 直

応力 度 であ る 。 自重支持部 にお い て、反力 144

5 が根元か ら10cm の 位置 に 作用 して い る片持ば

りを考えると、断面の 平面保持の 仮定か ら曲げモ

　　　　　　　　　　　ーメ ン トを断面係数で 割

　 ／
c

「

O，0061c　fil
　 　 　 　 〜

0．0063 

ri

t　、、」

図 5

っ た 曲げ応力度は約 2 ．8

kgf／cm2 になる 。 今圓 の 数
「
値 計算で は こ れ に相 当す

る垂 直応力度は 4kgf ／

cm2 前後 にな っ てお り、

か な り大 き い 。

　 4　 まとめ

　 今 回は鉄筋 の 入 っ て い

な い 場合 で 層 間変位 を考

慮せ ずに解析 したが、 コ

ン ク リ
ー

ト自重支持部 は、

2 次元の 略算だけで な く

3 次元 の 数値 計算でそ の

耐用性に つ い て検討 して

みる必要があ ると考 えら

れ る。
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